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、 、 と共にお送りください。
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〒523-0893 近江八幡市桜宮町294ＹＰ１ 株式会社ヤマプラ
滋賀ガイド・Ｏｈ！Ｍｅ編集室 

滋賀ガイドにも掲載されます。複数の投稿の場合も１回の掲載となります。
お送りいただいた写真は返却できませんのでご了承ください。
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栗　東

大　津

●場所：びわ湖ホール 小ホール（大津市打出浜15-1）
●開演：14：00（開場13：30）
●料金：一般3,000円　青少年（25歳未満）1,500円　※全席指定
●備考：6歳未満の入場不可
●問い合わせ：びわ湖ホールチケットセンター（10：00～19：00）/077-523-7136

大　津

●場所：喫茶＆ギャラリーるーむ　
　　　（大津市和迩今宿800-1クレストール和迩105号）
●時間：10：00～18：00 ※最終日は17：00まで　●料金：無料
●問い合わせ：喫茶＆ギャラリーるーむ　/077-594-3573

近江八幡

●場所：Ｇ-ＮＥＴしが 県立男女共同参画センター（近江八幡市鷹飼町80-4/0748-37-3751）
●時間：12：30～13：50　講演 永山美千子氏
　　　　　　　　　　　「お産は家族の新たな出発点～赤ちゃんのためにできること～」
   　　14：00～15：00　座談会「永山さんを囲んで」
　　　（開場・受け付け12：10）
●料金：一般500円　カップル800円　医療関係者1,000円　18歳以下無料　
●備考：事前申し込み不要
●問い合わせ：電話・ＦＡＸ/0749-28-8667（金森）　E-mail/iiosanshiga＠yahoo.co.jp
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●場所：寿長生の郷（大津市大石龍門4-2-1）　●時間：午前の部11：00～ 午後の部13：00～
●料金：8,400円　※3日前までに要予約、各回15人限定
●備考：料金には、食事、お茶席、おみやげ、スタンプラリー（400円の川床テラスご
　　　 利用券付き。スタンプを全て集めるとお抹茶券プレゼント）を含む
●予約・問い合わせ：寿長生の郷/077-546-3131

●場所：栗東芸術文化会館さきら 小ホール（栗東市綣2-1-28）
●開演：①23日（日）19:00（開場18:30）　②24日（祝）13:00（開場12:30）
　　　　　　　　　　　　　　　 　　③24日（祝）16:00（開場15:30）
●料金：前売り1,000円　当日1,200円　※全席自由　●備考：未就学児の入場不可
●問い合わせ：栗東芸術文化会館さきら/077-551-1455 

株式会社小寺製作所株式会社小寺製作所
代表取締役社長代表取締役社長 
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お金には２種類しかない

Prof i le 59（昭和34）年生まれ。瀬田工業
高校卒。79（昭和54）年、摂南大学を中退し小寺
製作所入社。02（平成14）年、同社代表取締役社
長就任。小寺製作所は父・榮造氏（現・代表取締
役会長）が63（昭和38）年に設立。大津の本社工
場と95（平成７）年から稼働のインドネシア工
場で仏具の製造・販売を行っている。 小寺昌一小寺昌一 さんさん

●東近江市中里町19-2
●TEL：0749-45-2519
●定休日：水曜日　●駐車場：30台
●営業時間：ランチ 11:30～14:00（L.O.13:30）
　　　　　 ディナー17：00～22:30（L.O.22:00）
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●大津市石山外畑町110-2　●TEL：077-546-4000
http://www.tachiki-ongakudo.com

●練習使用（平日のみ）　　　 5,000円/1日
●コンサート使用　平日　　15,000円/1日
　　　　　　　　　土日祝　20,000円/1日

●営業日：土曜日、日曜日、祝日 ※コンサート日は休業
●時間：11：00～夕暮れまで

瀬田川の大自然と、ステ、ステキな音楽

レ ス ト ラ ン コ タ ロ ウ
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た ち き
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東近江市中里町の交差点で、ひときわ目

をひくおしゃれな建物が、今年７月にオー

プンしたＲｅｓｔａｕｒａｎｔ　ＫＯＴＡＲＯ。店

内は光ふりそそぐ大きな窓と、白を基調

にした色調で開放感にあふれ、カジュア

ルに食事を楽しめると女性客に人気だ。

今回ご紹介するのは

【ハッピーコース】（1580円）
・スープ　・本日のパスタ
・本日のメーンディッシュ
・サラダ　・パン　・ソフトドリンク
※季節、仕入れにより食材は変わる

オーナーこだわりの美濃焼の器に、彩り

よく盛られた「本日のパスタ」は、ほうれ

ん草とベーコンのクリームパスタ、温玉

添え。さっぱりしたクリームソースに、ベー

コンの風味

と黄身がしっ

かり絡み、味

わい深い。

本日のメー

ンディッシュ

は、サワラの

グリル、バジルソース添え。

隣接する魚介類中心の居酒屋「湖太郎」がこ

の店舗の母体となっているだけあり、食

材は新鮮。淡泊なサワラが、バジルソー

スと見事にマッチし、さわやかな香りに

食が進む。プラス210円で「本日のデザー

ト」が付く。

オーナーの板倉正樹さんは「おいしい物を

食べると笑顔になります。ぜひ、気軽に

お越しください」とのこと。

マイはしを持参すれば100円引き。はしか

ら始まるエコ。環境にやさしい、おいし

い食事をお楽しみあれ。　　　　（取材・高木） 

10月5日、こけら落としコンサー

トが行われた大津市石山の立木

音楽堂。中に入ると、まず目に

飛び込んでくる壁一面の大きな

窓に驚かされる。約４㍍四方の

大きさで、ゆったりと流れる瀬

田川、山の緑、時間によって刻々

と変化する空の色など、美しい

風景を楽しむことができる。

演奏者の背景に広がるこの窓に、

さーっとトンビが横切ることも

ある。演奏と景観を同時に楽し

める、席数50席のこぢんまりし

たステキな音楽ホールだ。

音楽堂を建設したのは京都府京

田辺市在住の塾経営者、舘利春

さん。舘さんは３年前、偶然こ

の場所にあった飲食店に立ち寄

り、瀬田川の風景にほれ込んだ。

そして、その店が売りに出てい

ると聞いてすぐに購入を決意し

たという。

以後「景色を生かした建物を」を

と考え抜き、舘さん自身がチェ

ロを演奏することもあって、音

楽堂を建設。

基本的にアコースティック音楽で

の使用がイメージされているが、

各種コンサート会場や練習会場（平

日に限定）としても利用できる。

「大きな建物ではないけれど、正

統派クラシックホールとして、

音楽を愛する人にコンサートを

開いてほしい」と舘さん。

土曜日と日曜日はカフェとして

営業。コーヒーやランチでステ

キな時間を味わうことができる。

（取材・瓜生）

少年パス年パスカルが風船ルが風船と友情友情
をむをむすぶすぶ「赤い赤い風船風船」。」。

少年フォルコと野生の野生の白い
馬の絆を描馬の絆を描く「く「白い馬白い馬」。」。

何度何度観ても色あせないも色あせない
感動作を作を２本立て上映立て上映

経営者になって最大の危機は、バブ

ルの崩壊とともに訪れた。創業以来

右肩上がりだった売り上げが、一気

に下がり始めたのである。時代の変

化もあった。かつてはほとんどの家

庭に仏壇があったが、もうそんな時

代ではなかった。仏具のニーズは明

らかに減っている。

父親の時代から売り上げ至上主義で

経営してきた当社にとって、由々し

き事態だった。何とかしなくてはな

らなかった。

耳は二つ、口は一つ。「言うばかりで

はなく、人の話を聞くことが大切だ」と、

いろんな人の意見を聞きまわった。そ

の時、私が一般の経営者と違っていた

のは、尋ねる相手が主にＰＴＡや地域

活動などで知り合った友人など、利害

関係のない人たちだったことだ。経歴

もさまざまなら価値観もさまざま。建

前ではなく本音で相談に乗ってくれた。

その中に税理士がいた。会社で世話に

なる関係ではない。仲間であり友人だ。

「サルでも分かるように話してくれ」「ホ

ンネのところはどうなのか」。腹を割っ

て相談すると相手も損得勘定抜きで応

じてくれた。

多くの意見を基に私が考え至った結論

は、「確保すべきなのは売り上げより

も利益である」「お金には２種類しかな

い。出る金と入る金だ」という２点。売

り上げが減る、つまり入る金が減るの

なら、出る金をそれ以上に減らせばよ

い。単純明快な理屈だった。あまりに

も当たり前で、専門家にはかえって見

えない視点かもしれない。

売り上げ至上主義時代の当社は、いわ

ば「脂肪ぶよぶよのメタボ状態」。減ら

そうと思えば簡単に減らせる「出る金」

があった。備品一つとっても、見積も

りもなしに注文していた。これを見直

した。そして最大の「お荷物」は在庫だっ

た。売り上げ増に備えて数カ月分も抱

えていた在庫を整理した。

専門家なら「これは減らせないから」と

素通りしてしまう「固定費」にも無駄を

見つけた。義理で入った生命保険など

である。一から保険を勉強し直して、

半分以上が無駄なものだと分かり、即

解約した。

一見後ろ向きに思える「経費節減のた

めの施策」だが、面白いほど目に見え

る成果が上がった。打った手すべてが

翌月数字になって現れてきた。今では、

過去最高の売り上げを記録した時期よ

りも、利益は大きくなった。

株式会社小寺製作所
代表取締役社長 
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小寺昌一 さん
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